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　「少年の主張」全道大会は、昭和54年の国際児童年を記念して始められました。今年もここ
に作品集を発行し、皆様にご覧いただけることを大変うれしく思います。

　この大会は、人格を形成する上で重要な時期にあたる中学生が、日常生活を送る中で感じ、
考えていることや未来への夢、希望などを中学生自身の言葉でまとめ、それを広く発表する機
会を提供することにより、同世代の中学生に周囲の人々や社会との関わりについて、より深く
考えていただき、社会の一員として自覚していただく契機とすること、また、道民の皆様が中
学生の考え方、感じ方、意見等に直接触れることにより、青少年の健全育成に対する理解と関
心を深めていただくことを目的として開催しています。

　今、少子高齢化、国際化、情報化等が急速に進展する中、青少年を取り巻く環境も大きく変
化しています。そのような中で、彼らの主張に真摯に耳を傾けることは、私たち大人の責任で
もあると考えています。
　これからの北海道を担う、希望に満ちあふれた輝かしい存在である青少年の皆さんには、自
分たちの意見を発表することを通じて、広い視野と柔軟な発想を育むこと、論理的に物事を考
えること、自分の主張を他の人に正しく伝える力などを身につけて欲しいと願っています。

　今年の全道大会は、新型コロナウィルス感染症の状況を踏まえ、会場での開催を取り止め、
ＷＥＢ開催に変更させていただきました。また、各地区大会においても、動画による審査を実
施するなど関係者の皆様には大変ご苦労をおかけしましたが、コロナ禍にも関わらず、道内279
校から25,834名の方が応募され、地区大会を経て、16名の方が全道大会に進まれました。この
作品集は、その16名の皆さんの生き生きとした主張を掲載したものです。

　この作品集を一人でも多くの方に読んでいただくことを願いつつ、本大会を開催するに当た
り、ご協力いただいた関係の皆様に心からお礼を申し上げ、ご挨拶といたします。

令和３年12月　　　　　　　　　　　　
公益財団法人北海道青少年育成協会　

　会　長　　竹谷　千里　
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令和３年度「少年の主張」全道大会発表写真
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　普通の体になりたい、私はずっとそう思っていま
した。
　私は、耳が悪いです。聞こえてはいるのです。で
も、聞き取れないのです。一定以上の高い音や低い
音が聞き取れないのです。一番辛いのは、授業中です。
先生が「教科書開いて」と言っても聞き取れていな
くて、友達に教えてもらったり、先生の話が聞こえ
ていなかったので「もう一度言ってください。」とお
ねがいして、授業を止めてしまうこともありました。
その度に、申し訳ない気持ちでいっぱいでした。
　私は、周りの人が助けてくれた時にいつも「ごめ
んね。ごめんなさい。」
と、謝っていました。
　どうして耳が悪いんだろう。もっと普通の体にな
りたい。周りの人はきっと、迷惑だと思っている、
そうずっと思っていました。
　そして、耳が悪い私が悪いのだと、自分を責め続
けていました。
　そんなある時、私の話を聞いてくれた人がいまし
た。
　「私、耳が悪くて、周りの人に迷惑かけている自分
が情けなくなる。話してても聞こえてなくて、ごめ
んね。」
　と、謝った時のことです。
　その人は
　「そんなの思わなくていい。なんで謝るの、謝らな
くていいからもっと頼ってよ。」
　そう言ってくれたのです。
　その瞬間、耳の悪いのは恥ずかしいと思っていた
気持ちが一気に晴れたように感じました。今まで周
りは私のことが迷惑だと思っていたのに、本当は助
けようとしてくれていた人がいたのです。
　今まで自分が閉じ込められていた世界が解き放さ
れたように感じました。
　そして、私は耳が悪いけれど「これが私なんだ」
と強く思うことができたのです。よく

「耳が悪いのはかわいそうだね。」

と、言われますが、私はかわいそうではありません。
ただ、耳が悪いだけです。そして、耳が悪かったか
らこそ、人の優しさや、周りの支えに気づくことが
できたのです。
　そう思うと、今までごめんなさい、と思っていた
気持ちが、ありがとう、という気持ちに変わりました。
耳の悪い私だからこそ、人の優しさに何度も助けら
れ、大切な人の存在に気づくことができたのです。
　世界には、色々な障害がある人たちがいます。私
のように耳が悪い人も、目が見えない人、手足が不
自由な人。また、身体が不自由と言うだけではなく、
自分に自信がなかったり、自分の存在自体を受け止
められない人もたくさんいると思います。
　でも、それは悪いことでも、かわいそうなことで
もない。人と違うところがあるとしても、自分に欠
けているところがあると思うことがあっても、その
ままでいいのです。身体が不自由でも、自分に自信
がなくても、だからこそ気づける優しさが、周りに
きっとあります。
　私たちはみんな、完璧な存在ではありません。完
璧ではないからこそ、見える世界があるのです。
　みんなたくさんの人に助けてもらって、今を生き
ています。家族はもちろん、友達、先生、大切な人、
見知らぬ人、本当にたくさんの人です。今を笑顔で
過ごせているのはその人たちのおかげです。私はも
う、自分を責めたりなどはしません。この世界にこ
の体で生まれたことは一つの奇跡だと思うからです。
それを気づかせてくれたのは、人の優しさです。完
璧でなくても、その隙間を埋めてくれる。
　人の優しさに気づけたらみなさん、このことを思
い出してみてください。完璧である必要がないとい
うことを。完璧ではないからこそ、支え合える世界
があるということを。
　世界には、色々な人たちがいます。私たち一人一
人が手を取り合って、堂々と自分を好きでいられる
世界をつくっていきませんか。

最優秀賞 北海道知事賞
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　「いじめ」という言葉が世に出てから、どれく
らいの時間が過ぎたでしょうか。今までにどれ
くらいの人が悲しみに暮れ、時には命を落とす
こともあったでしょうか。時代と共に「いじめ」
の形も変化し、直接的なものからＳＮＳなどの間
接的なものへと、より陰湿になってきています。
　僕はいじめをしている人に問いたい。いじめ
をして何が楽しいのかと。心に傷を負わせたり、
自殺に追い込んだりする重罪を犯して、自分は
知らない、関わっていないと逃げる人。他の人
に罪をなすりつけてなぜ自分だけ逃げようとす
るのか。そんなことは今すぐやめて下さい。
　僕が小学生の頃一人の女の子が転校してきま
した。その子と仲良くなるのに時間はかかりま
せんでした。休み時間に遊ぶことが増え、話す
ことも多くなりました。ある日の帰りのスクー
ルバスで彼女が隣に座ってきました。彼女は唐突
に小声で「私ね、前の学校でいじめられていたの」
と言ってきました。驚いて理由を尋ねると、きっ
かけは教室で一人で本を読んでいるときに、友
達から急に悪口を言われて口論になり、そこか
ら嫌がらせが始まり、相手の数が増え、いじめ
に発展したそうです。僕はその理不尽さに怒り
を覚えました。彼女は悪くないのに、友達が言っ
た悪口で彼女の学校生活は崩れてしまったので
す。僕はあまりのことに声をかけることが出来ま
せんでした。でも、意を決して彼女にどのような
いじめを受けていたのか聞きました。靴の中には
さみが入れられていたり、机に落書きされていた
り、椅子に画鋲が置かれていたりしたそうです。
彼女がこんな悪質ないじめを受けていたなんて
僕は信じられませんでした。彼女が苦しんでいた
のに話を聞くことしか出来ない自分に腹が立ち
ました。前の学校のこととはいえ、傷つき辛かっ
たであろう経験を自分に話してくれた彼女の気
持ちを考えると僕も辛くなりました。「どうして
誰にも言わなかったの」と彼女に聞くと「いじ
めがひどくなるのが怖くて誰にも言えなかった」

と答えました。彼女は自分の思いを言うことが
出来ず、ずっと耐えてきたのです。そんな状況
からこちらに転校してきて僕が友達になれたこ
とに何かの縁を感じました。そこで僕は彼女と
一つ約束をしました。「もしまたいじめがあった
ら絶対に守る。もういじめなどさせやしない」と。
彼女は少し寂しげに笑って「ありがとう」と言っ
てくれました。その一年後彼女はまた転校して
しまいました。転校する前日に彼女から手紙をも
らいました。その手紙には「あの時の約束は今
でも覚えているよ。本当にありがとう。私は転
校してしまうけど琉希君と一緒に過ごした時間
は忘れないよ」と書いてありました。この時の
嬉しさは今でも忘れられません。こんな僕でも
誰かを助けることができると実感したからです。
僕にはいじめられた経験がありません。それま
ではいじめは自分には関係のないものだと思っ
ていました。でも彼女の話を聞いて、いじめが
身近にあるものだと気付かされました。
　そのときから僕は、いじめというものが非常
に悪質なものだという認識を改めて持ちました。
もし彼女があのまま元の学校にいたらどうなっ
ていたでしょう。今でも苦しんでいたかと思うと
恐ろしくなります。いじめは絶対に風化させて
はいけません。いじめは簡単に人を死に追いやっ
てしまう危険性をはらんでいますし、謝っても許
されることではありません。自分が犯した罪を一
生背負って生きていくことになってしまいます。
　だから僕はいじめに対し、見て見ぬふりは絶対
にしたくありません。相手のターゲットにされ
る危険性はありますが、一歩踏み出すことによっ
て救える命があるかもしれないのなら、僕は立
ち向かいます。
　僕一人の力だけではいじめのない未来を実現
させることは出来ません。しかし一人一人が勇
気ある一歩を踏み出せたら、それも可能だと思
います。みんなで心と力を合わせていじめのな
い未来を作りましょう。

北海道教育委員会教育長賞
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　朝、教室に入ると、聞こえてくるのはいつも
と変わらない仲間の声。少し遠くなってしまっ
た席に着き、授業を受ける。一言も話さない静
かな給食を終え、また授業を受ける。
　こんな、変わりきってしまった生活の中で、
あなたは何を思い、何を感じますか。
　新型コロナウィルス感染症が確認されたあの
日から約２年。その被害は留まることなく今も
尚猛威を振るい続けています。私達の当たり前
は奪われ、今はこんなマスク生活が私達の新た
な「当たり前」になりかけています。そんな中、
私は５月６日から５月９日までの４日間、修学
旅行に参加してきました。残り１年しか一緒に
過ごすことの出来ない仲間とたくさんの思い出
を作ることができて、とても有意義な時間でし
た。仲間と道に迷いながらも目的地を見つけた
あの時も。バスで話した何気無い会話も。今と
なっては戻ることのできない全ての時間が私に
とってのかけがえの無い思い出です。そんな思
い出話をしていると、先輩は言いました。
　「じゃあ×××には行けなかったの～？
　可哀想だね～」
　可哀想。大人は、世間は皆、今の時代を生き
る私達にそう言います。毎年出来ていたことが
出来なくなったり、出来ることが減った私達は
可哀想。確かに私自身そう感じていました。も
ちろん、そのように考える学生の人も多いで
しょう。ですが、果たして本当にその一言で今
ある思い出や、これからの生活をまとめあげて
もいいのでしょうか。確かに私達は今回の修学
旅行でコロナの影響を受け、行けなかった観光
地も、出来なかったこともありました。しかし、
今私が大切にしている思い出があるのもまた、
この世の中だからできたものなのです。
　目に見えないウィルスは、私達からあまりに
多くのものを奪っていきました。何気無い日常
も、特別な行事も、そして大切な人さえも。で
も、だからこそ私達は、この社会に対応してい

ける柔軟さと、周りの人を守ることの大切さを
知れたのではないでしょうか。
　私は今、中学校の生徒会長をしています。
　様々な企画や行事を運営する立場として、心
に留めているモットーは、「出来ないことより
出来ることに目を向ける」ということです。制
限されたことを嘆き、悲しんだって、それは誰
のせいでも、時代のせいでも無いので仕方があ
りません。それより、こんな世界でも他に出来
ることはたくさんあります。例えば、学校祭が
密を避けたプログラムしか実行できず、時間も
短縮しなければいけないのなら、短時間で皆が
平等に楽しめる、一年間の思い出を使ったスラ
イドショーを上映します。体育祭の応援合戦が
出来ないのなら、お揃いの八巻きに寄せ書きを
し合います。こうすれば、仲間との団結感を目
で、肌で感じることが出来ます。そしてこれら
は、私が実際に提案し、実行されたプログラム
です。工夫次第で私達は、誰かを楽しませるこ
とも、誰かを笑顔にさせることも出来るのです。
　今の窮屈な世の中だからこそ、こんな風に前
を見て、少しでも明るく生活をすることが大切
なのではないでしょうか。もちろん、時には振
り返り、過去を思い返すことも大切です。しか
し、起こってしまったことはもう変えられませ
ん。だから私達は、前に進むしかないのです。
目標にしていた大会が中止になった時。本当に
会いたい人に会えなくなってしまった時。歪ん
でしまった世界を恨みました。けれどそれでも
がむしゃらに前に進むしかないのです。私に、
あなたに、それが出来ないわけがありません。
なぜなら、私達は一人じゃないから。辛くなっ
たって、泣いてしまったっていい。ただ一つ、
この世界に負けないでください。こんな歪んだ
世界を最高な世界に変えていけるのは、今を生
きている私達しかいないから。これが私の、社
会や世界に向けての意見と、未来に向けての提
案です。

優 秀 賞 北海道PTA連合会会長賞
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　個性とは、星のようなものだと思う。広い世
界で、それぞれ違う色をした光を身にまとった
たくさんの星々。「その人や物がもつ、とくべつ
の性質」という意味の、誰もが必ず持っている
もの。今日私が主張したいのは、そんな個性に
ついての話だ。
　最近、道徳の授業などで、個性の大切さを学
ぶ機会が増えたと感じる。そんなとき、よく聞
く言葉がある。「個性を大切に」、「お互いの個性
を活かし合って」。誰もが一度は聞いたことのあ
る言葉だが、それがどれだけ重要で、そして難
しいことなのかきちんと理解している人は少な
いだろう。個性は人の数だけ存在する。しかし、
地球上すべての人の個性をあますことなく活か
すためには、たくさんの努力と時間を要するし、
犠牲だって必要になるかもしれない。
　それでも「個性を大切に」とよく言われるの
は、今の私たちの暮らしが個性なしでは成り立
たないからだと私は考える。先人たちの個性的
な閃きやアイデアのおかげで、テレビも、スマー
トフォンだってできたのだから、私たちのくら
しには個性が不可欠だといえるだろう。そんな
無限の可能性を秘めている個性も、きっと誰の
ものであっても、いつでも輝いているものだと
思う。
　しかし、私たちの大切な「個性」の光が弱ま
り、そして消されてしまうことだってある。差
別はその要因の一つだと思う。「自分と違う考え
は認めない」という思考を正当化し、自分と異
なる者を排除しようとする。人には、それぞれ
違った思考をもつ権利があるはずなのに、それ
を無視してでも自分の考えを押しつけることは、
相手を酷く傷つけ、個性の光を踏みにじって殺
してしまうことだと思う。
　相模原で起こった悲しい事件を覚えているだ
ろうか。「津久井やまゆり園」の入所者十九人が
殺され、二十六人が重軽傷を負ったあの悲しい

事件から五年ほどが経った。私は当時を今でも
忘れられない。亡くなった女性の母親は、「娘が
不幸をつくると勝手に決めて奪われたことに、
やり場のない思いを抱えています。」と語ってい
た。「戦後最悪」とまで言われ、人々の心に深く
傷を負わせたあの事件も、互いの個性を認め合
うことができれば、防げたのではないかと私は
思う。
　以前、父に障害について話をしてもらったこ
とがある。父は私に、「障害とは、人がもともと
持っている特性や個性に生き辛さが加わったも
の」だと教えてくれた。しかし、「支援ツールや
周囲の理解などがあれば、その生き辛さを取り
除くことができる」とも言っていた。個性をそ
の人の生き辛さにしてしまわないためには、ど
うしても周りの人々の理解が必要になる。障害
も、私たちの持っている個性と何も変わらない
のだと、互いに認め合うことが大切だと思う。
でも、それは障害をもっている人を可哀想に思
うこととは違う。個性の違いを理解し、認め合い、
色々な個性の共存が許される、「多様性のある社
会」をつくることが大切だと思う。
　人には色々なものの考え方がある。それも「個
性」だ。この主張が、あなたの考え方を変える
きっかけとなってくれれば嬉しいが、そう感じ
ない人もいるし、もちろんそれでいい。けれど、
もう一度考えてみてほしい。命の重さはみんな
一緒で、全員が平等だと気付いてほしい。そして、
互いを認め合うことのできる、「多様性のある社
会」にするにはどうすればいいか、深く考えて
ほしい。その第一歩として、今も個性の違いが
認められずに苦しんでいる人が多くいるという
現状を知ってほしい。そうすることが、多様性
のある社会の実現に欠かせないことだと思う。
　いつか、全ての個性の星がその人らしく自由
に輝く時代がくると私は信じている。どれだけ
時間がかかったとしても。

優 秀 賞 公益財団法人北海道青少年育成協会会長賞
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　「私は、独りぼっちじゃない。」
　そう思えたのは、最近の出来事でした。
　これまで私は、悩んでばかりいました。
　特に友達関係にはいつも気を遣ってきました。
　ささいなことで、友達とうまくいかなくなり、
お互い陰口を言い合ったり、裏切られたり。自
分を信じてくれる友達は誰なのか、誰を信じれ
ばいいのか、先の見えない暗闇の中にいるよう
でした。家庭でも、自分の思いを聞き入れてく
れないことや、細かなことまで注意されること
で、両親とぶつかることが多くなりました。何
事もうまくいかず、辛い毎日に押しつぶされそ
うになりました。なぜ、私ばかり悪者にされる
のか。なぜ、誰も私をわかってくれないのか。
私は孤独でした。
　ある日のこと、父が一冊の絵本を薦めてくれ
ました。中学生の私は、なぜ今更絵本なのか
と、最初は否定的に考えていました。仕方なく
絵本を開き読み進めていくうちに、絵本に夢中
になっている自分がいました。
　「ひとのふこうをねがっちゃったらなみうち
ぎわにかけばいい」
　「つかれているのかどうかよくわからなく
なったらつかれたことにすればいい」
　かわいいイラストに、単純な一文が添えられ
た絵本でした。読み終えた私は、肩の力がすっ
と抜けていくようでした。嫌なことも我慢せず
に、時には吐き出せばいい。自分にもっと素直
になればいい。言われるまま、今思っている嫌
なことを、紙に書いてゴミ箱に捨ててみました。
母と喧嘩した後は、疲れたことにして寝てみま
した。気がつくと、この絵本に、今の自分を認
めてもらえたようで、嬉しくなりました。
　父は、私が大きなストレスを感じていること
に、気が付いていたのでしょう。父は、絵本を
通して私に手を差し伸べてくれたのです。言葉
に表さない父の優しさを受け取ったようでした。

  この絵本をきっかけに、私の心に明かりが
灯ったような気がしました。
　私は独りぼっちではなかったのです。誰も私
のことを理解してくれないというのは、私の誤
解でした。親は私のことを見てくれていたので
す。絵本の言葉も私を励ましてくれました。
　すると、だんだん気持ちが楽になり、ゆとり
が出てきました。
　「あつかったら、ぬげばいい」
　当たり前のことを素直に受け止めて、難しく
考えずに、前に進んでみればよかったのです。
　「私は、私らしく生きていけばいい。」
　そう思えるようになると、細かなことにいち
いち腹を立ててきた自分の幼さが、恥ずかしく
なりました。
　私が悩んでいたとき、親も同じように私との
接し方に悩み、それで絵本に思いを託し、伝え
てくれたのかもしれません。
　どうして私ばかりが、と自分の殻に閉じこも
る私を救ってくれたのは、自分は独りではない
と感じることでした。独りで苦しみ続けるのを
やめて、ゆっくりと呼吸をしてみたら、世界の
広さや私と繋がるたくさんの人の存在あたたか
さに気づくことができたのです。
　このコロナ禍の中、私たちの間には埋めきれ
ない距離と時間が出来てしまいました。
　孤独を感じ、不安も増しています。でも、こ
んな今だからこそ、お互いの心と向き合い、心
をつなげることが必要です。お互いの弱さを認
め合い、手を取り合うことで、私たちの心は強
くなれるのです。前に進むきっかけは、どこに
でもあるのです。私にとっては父からもらった
絵本であったように。
　だからこそ、気づいてほしいのです。私たち
は独りではないことを。私たちは強く生きてい
けることを。

奨 励 賞

谷
たに
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珠
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「あつかったら　ぬげばいい」
　　― 絵本が教えてくれたこと
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　みなさんは「ヘイトクライム」という言葉を
知っていますか。ヘイトクライムとは、人種や
宗教、個人の考え方などが違う人への差別行為
を指します。
　近頃、アメリカやヨーロッパでは、アジア人
へのヘイトクライムが相次いで起こっていま
す。ニュースではニューヨークの街を歩いてい
たアジア人の女性が黒人女性に殴られる事件が
大きく報道されていました。この映像を見て、
私も殴られているような感覚になり、恐怖とと
もに強い怒りも感じました。このことがきっか
けで、私はヘイトクライムについて関心を持つ
ようになりました。
　なぜ、このような悲しい出来事が起こってし
まったのか。ヘイトクライムの動機は、自分と
違う考えを認めないといった偏見や排他的な思
考である場合が多いようです。例えば、男子が
男子を好きになることを認めないといった同性
愛者に向けた嫌がらせもヘイトクライムの一つ
となります。アメリカの歴史では以前から白人
が黒人を差別することが大きな社会問題になっ
ていました。特に今、大きな問題となっている
アジア系の人々へのヘイトクライム。その中に
は暴力を振るわれて亡くなってしまった方もい
ます。私は将来、海外に留学して英語や異文化
を学びたいと考えていますが、このような差別
が続くと不安を感じてしまいます。
　一方、YouTube や Twitter に投稿されてい
るアジア系の人々を差別・中傷する動画には、
日本語で書かれた白人や黒人の人たちに対する
差別や誹謗中傷のコメントで溢れていました。
このように、差別が差別を呼び、新たな差別を
生む、とても残念で悲しい悪循環ではあります
が、このことは私たち中学生にも無縁なことで

はないと思います。
　これまで、人を見た目で判断したことはあり
ませんか。また、相手と意見が合わず、その人
のことが苦手になったり、仲良くできないと
いったことはありませんか。中学生の間で起こ
る嫌がらせや陰口などのいじめは、容姿や周囲
の人と考えが違っているからといった理由が多
いようです。このような身近な差別が、人種差
別やヘイトクライムにつながっていくのではな
いでしょうか。
　みなさんは、差別でつながる世界を、どう思
いますか。見た目や考え方が違っていても、同
じ人間には変わりありません。ですから、私た
ちがすべきことは差別ではなく、相手を「知る」
ことだと思います。様々な国の人、文化、考え
方を知り、理解することで、私たちはもっと周
りの人たちに歩み寄ることができるのではない
でしょうか。相手の意見に対して、「自分と違っ
ているから」と批判するのではなく、「みんな
違ってみんないいんだ」と受け入れてみてくだ
さい。自分を認め、相手を理解できる人がたく
さん世界にいるのであれば、差別は大きく減っ
ていくと思います。
　「自分」という人間はこの世の中に一人しか
いません。同じように、自分以外の人々も見た
目や考え方などが違う唯一の存在なのです。い
つの日か、差別のない、互いを大切にし合える
ような明るい未来になっていくことを願いま
す。

奨 励 賞
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ヘイトクライムと差別
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　皆さんは、見ず知らずの人に優しくしても
らって、嬉しかったことはありますか。　
　一昨年の夏休み、私は妹と二人で母の実家が
ある和歌山に行くことになりました。それまで
親と一緒に行くことはあっても、子どもだけで
行くという経験はなかったのでとても不安でし
た。飛行機の座席に座るとき、妹が「えー、窓
のところが良かった！」と言いました。しか
し、私達が座る席は通路側で、窓際にはすでに
数人の人が座っています。飛行機は指定席なの
で、席を変えることはできない。そう思った私
は、妹に声をかけようとしました。そのとき、
窓際の人たちが「よければ私の席に座ってくだ
さい。」と言ってくれました。そして、その人
たちだけではなく、妹の言葉を聞いた客室乗務
員の人たち、近くにいた乗客の人たちも「こっ
ちにおいで。」「景色きれいだもんねー。」と言
いながら私達が窓際に座れるように動いてくれ
ました。その後、飛行中も周りの席の人たちが
面倒を見てくれたり、体調の心配をしてくれた
り。飛行機から降りるとき、皆さんにお礼を言
うと、「大したことじゃないよ、これから楽し
んできてね！」と言ってくれました。
　他にも、落とし物を届けてくれた高校生、雨
のときに傘をくれた女性。小銭を拾ってくれた
人たち…。たくさんの人からの優しさに触れ、
とても嬉しくなりました。
　このような場面は、きっとたくさんあるので
はないでしょうか。私はここで大切な考えは「恩
送り」だと思います。
　「恩送り」とは、誰かから受けた恩を直接そ
の人に返すのではなく、別の人に送ることです。
自分が優しくされたぶん、他人に優しくする。
これと似た言葉に、「恩返し」があります。恩
返しは聞いたことがあるけれど、恩送りは初め
て聞いた、という人が多いかもしれません。
　この言葉を知ってから、私は今まで受けてき

たたくさんの優しさを繋いでいきたいと考える
ようになりました。恩返しは、自分と相手の二
人の関係で終わってしまいます。しかし、恩送
りは、自分が誰かに優しくすることで、たくさ
んの人と優しさを共有することができます。
　でも、実際に誰かに親切にするとなると、難
しい部分があります。私自身、家族や友達など、
身近な人に親切にすることはできます。しかし、
通りすがりの人や、見知らぬ人には恥ずかしく
て勇気が出ず、行動を起こすことができません。
皆さんにも、同じような経験はあるのではない
でしょうか。
　でも、優しさや恩には「人助け」だけではな
く「笑顔」や「思いやりのある言葉」も含まれ
るのではないかと思います。だから、最初は身
近な人に笑顔で声をかけたり、元気よく挨拶を
したりすることから始めていきたいです。これ
が、今私ができる恩送りであり、優しさを繋ぐ
ことでもあると思うからです。
　人は一人では生きていけません。誰もが支え
合いながら生きています。私は中学生、まだま
だ支えられることのほうが多いですが、今自分
ができることから始めていきたいです。そして、
今まで、またこれからも、私に優しくしてくれ
た人たちの優しさを、今度は私が誰かに繋げて
いきたいです。
　今、あなたが誰かに優しくすることで、誰か
の一日が明るいものになる。知っている人にも、
知らない人にも、小さな親切を積み重ねていく
ことで、たくさんの人の一日がより良いものに
なる。恩送りが広がることで、優しい世界に繋
がるのではないでしょうか。
　リレーのバトンのように、駅伝のたすきのよ
うに。皆さんも、優しさを繋いでみませんか。

奨 励 賞
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優しさを繋ぐ
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　「自由でいいんだよ！」
　私はその言葉に救われた事があります。みな
さんもそのような経験がありますか？
　私は自分自身が言葉によって救われた経験が
あるので、みなさんにも言葉の重みや大切さを
伝えたいと考えました。
　私は、小学三年生の時からドラムを習ってい
ます。その頃の私は、自分に自信がもてないせ
いで知らない人と話す事や人前で発表する事が
とても苦手でした。
　ドラムを習い始めてから一年が経ち、レッス
ンにも慣れてきた頃
　「ドラムのコンクールに出てみない？」
　と、先生に誘われました。内気な性格が邪魔
をして、とても迷いました。
　しかし、（やってみたい！変わりたい！）と強
く思いコンクールに出ることを決めました。
　難しいテクニックを使いこなすために、一生
懸命練習を重ねました。しかし、なかなか克服
できなかったのが表現力です。
　自信のなさが演奏に表れ、楽譜通りの演奏が
できても表現の部分で大きくつまずいていまし
た。その時です。先生が
　「自由でいいんだよ！楽譜通りじゃなくても自
分らしく楽しく叩いてごらん。間違えても大丈
夫。」
　と言ってくれました。その言葉を聞いて、心
殻が破れました。
　その後も先生は、できないことを指摘するの
ではなく、できることを認め褒めてくれました。
　また、肩の力を抜くことや、指や関節の動か
し方など、いつも丁寧に楽しく教えてくれまし
た。それでも難しくて挫けそうになる事もたく
さんありました。

　コンクール当日、京都の見たことのない大き
なステージや、出場者の緊張感ある雰囲気にあっ
とうされました。リハーサルやステージ裏では
とても緊張していました。手には汗をかき、心
臓の音が耳のすぐ傍でバクバクと鳴っているよ
うでした。それに気づいた先生が、緊張をほぐ
す為に、昨日食べたものの話や、たわいもない
会話をしてくれました。そして、
　「楽しんでおいで」
　と、ステージに送り出してくれました。おか
げで私は楽しく演奏することができ、満足のい
くパフォーマンスができました。
　演奏後、先生がとても嬉しそうに喜んでくれ
たことを覚えています。
　今までの練習の成果が、コンクールの結果に
表れ『最優秀賞』をとることができました。結
果を知った時、私は涙が出るほど嬉しかったで
す。家族も喜んでくれ、（頑張ってよかったな）
と心の底から思いました。
　この経験から、学校生活や私生活でも少しず
つ変わっていきました。自信を持って自分の意
見を人に伝える事。役員などに挑戦する事。色々
な場面で自分の力を出せるようになりました。
　先生からは言葉の大切さや相手を思いやる気
遣いを学びました。先生の言葉の中には優しさ
や（一緒に頑張ろう！）という心の支えがあり
ました。
　私は先生やたくさんの人に背中を押してもら
い、今の自分があると感じています。私の目標
は『背中を押される人』から『背中を押す人』
になることです。そのために、これからの出会
いや、経験、一つ一つの言葉を大切にします。

奨 励 賞
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　人にはそれぞれ好きなもの、ことがあるだろ
う。その物事とはなぜ出逢い、好きになったのか。

「流行」を挙げる人が多いだろうが、僕は、その
「流行」に違和感を抱いている。一人ひとり好み
や価値観は違うのに、多くの人が同じ対象を好
むのはおかしいからだ。
　例えば、話題になっている映画やファッショ
ン、言葉や音楽を、多くの人が良いと言ってい
るから自分も好きになることは僕の身の周りで
もよく聞く話だ。また、学校生活を送っていると、
自分の意見はあるのに、影響の強い人に何とな
く流されて、はっきりと伝えられない。自分の
意見に自信をもって判断、行動ができる人とい
うのは少数派に感じる。
　理由として考えられることは、インターネッ
トの普及、そして「自分の自信のなさ」であろう。
一つ目のインターネットだが、僕達は常に旬の
情報が手に入る環境にある。多くの人が良いと
言っているものが良いもので、悪いと言ってい
るものが、悪いもの、という風に大衆の意見が
そのままコピーされ、価値観が均一化されてい
るのは良くないことだ。
　そして、二つ目にあげたように、自分に自信
がないからといって、意見を貫き通すことなく
他人の意見に身をまかせてしまってはいけない。
自分の意見はしっかりと貫くべきで、人それぞ
れ、違った価値観や考え方があるからこそ、新
しいものが生まれてくると思う。他人の意見は
あくまでも参考程度にとどめ、自分の心は自分
で決めるべきだ。その考えが間違いであったと
き、自分で決めたのであれば「仕方ない」と思
えるが、他人の意見に従った場合は、とても後
悔する結果になる。
　そのようにならないためには、自分に自信が
もてるよう、「これだ」と思うものを本気で大事
にするべきだ。多くの人に出逢い、たくさん学
びを蓄積することで、自分なりの「ものさし」

をつくる。経験や体験から、はっきりした基準
があれば、他人に流されることはないはずであ
る。
　そしてもう一つは、違いを楽しむ心をもつべ
きだと思う。服装、肌の色、目の色、SNS の話
題…。みんなが同じものを良しとするところに、
広がりや発見はない。違いを認め合うことを当
たり前なことにしなければならなく、さらに尊
重しあうことで自由に物事を表現出来、発展す
る未来が広がるのではないだろうか。
　最後に、吉田松陰の「諸君、狂いたまえ」と
いう言葉を紹介しよう。これは、常識に惑わさ
れず、現状に満足せず、自分の信じる道を進め
という意味である。異なった価値観だからこそ、
交わっていろんなものが見えてくるという。だ
からぼくは、今までの「流行」ではなく交わる「流
交」という言葉を提案したい。自分の考え方や
行動が、多くの人を良い方向へ変えたり、動か
していけたりできるようになればいい。そして、
自分の言いたいことは自信をもって伝え、違い
を楽しむ人間でありたい。そういう生き方をし
ていると、多くのものを得ることができる。自
分のしたいことや生き方だって見つけられそう
な気がする。自分の大切にしたいことを曲げず、
人とかかわっていくと、それがおのずと自分に
変化をくれるはずだ。
　自分はどんな人間かを知る事ができる機会は
たくさんある。誰かと一生懸命かかわることで、
その人の価値観を知る事ができる。それを一旦
受けとめ、こんな考え方もあるんだと認めた上
で、その考え方をもとに自分の考えを深めたり、
自分はどうだろうという風に人との違いを知る
ことができる。
　「違い」を楽しもう。新しい世界を発見し、広
く、大きな考え方をもとう。まわりの考え方に
合わせる「流行」ではなく、いろいろな考え方
が交わる「流交」のインフルエンサーを目指して。

奨 励 賞
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　皆さんは誰かと「対立」をしたことがありま
すか。きっと誰もが経験しているでしょう。様々
な性格や考え方の人たちが集まった環境の中
で、対立が生まれるのは必然です。
　私がこのようなことを考えるようになったの
は、私自身が日々の学校生活の中で経験してき
た「対立」から感じたことがきっかけです。
　私の学級はみんなとても仲が良いのですが、
その分よく対立が生まれ、けんかになったり、
学級の意見がまとまらず険悪なムードになった
りすることがあります。でも私は、両方の意見
を聞いていて、「どちらも間違った意見ではな
いのに。もっとみんなにとってプラスにならな
いのかなぁ。」と思っていました。
　しかし、そんな私も「対立」を経験すること
になりました。相手は母です。その日私にはす
るべき宿題がありましたが、すでにやり始めた
ゲームに夢中になっていたので、きりのいいと
ころまで終わってから宿題をしようと考えてい
ました。しかし、母はそんな私を見て、「ゲー
ムをやめて宿題をしなさい」と言いました。私
は、今夢中でやっているゲームを途中でやめろ
と言われたことや、宿題をするとしっかり決め
ていたのに、きっとゲームをやめないのだろう
というような母の態度にカッとなってしまいま
した。激しい言い合いになってしまい、結局母
に言い切られて、怒ったまま宿題をやり始めま
した。
　その数日後、今度は母と兄が同じような言い
合いをしていました。それを客観的に聞いてい
ると、今度は母の言っていることがよくわかる
のです。あの時の自分は、母の考えをきちんと
聞いて理解しようともせず、自分の考えもしっ
かり説明できないまま、ただのけんかになって

いました。
　この経験から私は、対立しているときは、お
互いが自分の意見を通そうとするあまり、相手
の意見をきちんと理解できていないことが多い
と気づきました。自分が正しいとか良いと思っ
た意見を真っ正面から否定されると、カッと
なって対抗心がわいてきて、余裕がなくなって
しまうようです。それで相手の意見も理解でき
ないのです。
　相手の意見をよく聞けば、もしかしたら、自
分とは違うもっといい考えや方法が見つかるか
もしれません。お互いの意見を合わせたら、もっ
といい新しい考えがうまれるかもしれません。
そうなれば、自分の意見を通すことより、自分
にとってずっと得です。私も、母と言い合って
から先に宿題をやっていますが、その方が、心
おきなくゲームができて、確かにいい面もあり
ます。
　意見の「対立」を「感情の対立」つまり、た
だのけんかで終わらせるか、意味のあるものに
できるかは、「もっといい考えがあるかも」と
相手の意見を理解しようとする「心の余裕」次
第だということがわかりました。
　私たちは今、コロナ感染症の影響で、様々な
ことに気を遣い、様々なことを我慢して、ただ
でさえ心に余裕のない日々を過ごしています。
でも、そんな時こそワンテンポおく心の余裕を
もつことで、お互いの対立する意見を尊重し合
い、心の「対立」がない関係を作っていきたい
と思います。

奨 励 賞
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　「努力は必ず報われる。もし報われない努力があ
るのならば、それはまだ努力とは呼べない。」この
言葉を皆さんならどう思うでしょうか。たしかに報
われた人間からしたら、報われなかった人間の努力
はまだ、「努力した」と言えるものではないのかも
しれない。でも自分なりの努力をすることで、結果
だけでない「なにか」を得ることができるのではな
いかと私は考えます。
　私には熱中しているものがあります。それはクラ
リネットです。音楽が好きだったので、中学校に入
学する前から「部活動は吹奏楽部」と心に決めてい
ました。しかし、楽器にはどんな種類があるのか何
もわからず、母親が昔にやっていたらしいクラリ
ネットに興味を持ち、体験入部をしました。先輩が
吹くクラリネットの音を聞いた時の感動、体験で音
が鳴った時の喜び、それらが私の単なる興味を「ク
ラリネットを吹きたい」と思う感情に変えました。
そして担当楽器に。
　好きな楽器を始めたのはよかったものの、私には
センスというものが全くありませんでした。音楽は
好きだったけど知識が追いつかない。技術が追いつ
かない。音をきれいに出すことができず、曲の雰囲
気に合わない。リードミスを連発。一つ一つミスを
するたび、部員に迷惑をかけてしまう。音をきれ
いに出せるように教えてくれる先輩がいるのに、成
長できない自分が情けない。悔しい。そんな気持ち
から、自分の音を先輩の音に近づけられるよう、練
習を重ねました。時間はすごくかかってしまいまし
たが、あるとき先輩が「莉世の音、丸くなったね。」
とほめてくれるようになりました。そして、「頑張っ
てよかった。」「もっと頑張ろう。」と思えるように
なっていきました。
　しかし先輩が引退してしまうと、自分の音の課題、
曲の吹き方の課題など、今まで先輩に頼ってきた部
分が見えてきて、いくつもの課題が私にのしかかっ
てきました。
　先輩がいなくなって、同級生だけで出場するコン
クール。先輩に頼ることができなくなり、それまで
の練習以上に考えて、繰り返して。自分には何が足
りていないのかを見つめなおし、改善するにはどん

な練習をしたらよいのかを考える大きなきっかけと
なりました。
　たくさんの練習をして、少しだけ自信がついてコ
ンクールに出場しました。でもまだまだでした。
　春になり後輩ができました。後輩に教えながら自
分の練習にも取り組まなければならなくなり、余裕
がなくなりはじめました。
　夏のコンクールは、新型コロナウイルスの影響で
中止となってしまいました。このコンクールで全道
に出場することを目標としてきたのに、本当に悔し
かったです。
　そんな中、冬のアンサンブルコンクールとソロコ
ンクールは開催され、出場することができました。
一年生の頃からソロコンクールに出場したいと思っ
ていたため、自らソロコンクールへの出場を希望し
ました。学校ではアンサンブルの曲。楽器を持ち帰
り家ではソロの曲。部活動を始めていちばん努力を
した期間でした。コンクール当日、演奏を終えて結
果が発表されました。結果はどちらも金賞でした。
そして管内の代表にも選ばれました。このとき「努
力は報われるんだ。」と思いました。だからその後
も全道大会に向けて練習を続け、努力を積み重ねま
した。それでも全道の壁はやっぱり高くて、自分の
限界を知りました。「努力は報われる。」と思ってい
たけど、必ず報われるわけではないことをそのとき
に知りました。しかし、同時に「努力することの大
切さ」について知ることもできました。努力しても
必ず報われるわけではないけど、まずは努力をしな
いと報われることは絶対にないこと。初めから諦め
たら何も変わらないこと。努力し続けることでこれ
らの大切なことを私は学びました。
　努力しても必ず報われるわけではないからといっ
て努力をせず、諦めてしまうことはもったいないと
私は思います。そして努力の過程や大きさは他人と
比べる必要もありません。努力は目標に向かって練
習、勉強を続けていき、自分自身と戦い続けること
だと私は考えています。
　皆さん、１パーセントしかない可能性でも信じて
努力し続けてください。結果だけでない大切な「な
にか」を得ることができるはずです。

奨 励 賞
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　自分に自信がある？
　胸をはって生きている？
　自分を愛することができている？

　私はいつも自分のいやなところばかり見て、
人と比べては落ち込んで ･･････。そんな自分に
自信をもてずにいました。しかし、ある出来事
を境に、少しずつこの気持ちが変わっていきま
した。
　きっかけは去年の秋の終わり頃。学校祭があ
り、とても忙しい時期でした。

　私はいつもなんでも完璧にしようと、「もっと、
もっとできる！」と自分を追い込んでいく性格
でした。そして、「自分ががんばれば大丈夫」と
あまり人に頼らず、すべて一人で何とかしよう
としてしまい、周囲の期待に応えるため、「私が
やらなきゃ！」と自分自身を追い込んでいきま
した。
　そんな毎日だったので、家に帰るとどっと疲
れが押し寄せてきて、夜になると、言葉では言
い表せない、まるで心にぽっかりと穴が空いた
ような、暗く沈んだ気持ちになりました。
　でも、学校でみんなと楽しく過ごしている時
は、そんな感情は消えていました。優しく面白
い友達がいて、毎日が充実しているのに、なぜ
家に帰るとこんなにも気分が沈むのか。自分で
もわからず、“もうつらい、苦しい、誰か助けて”
と、心の中はもうボロボロでした。

　ある日、私は勇気を出して母に言いました。
　「最近孤独に感じてなぜか悲しくて、すごくつ
らいんだ。」
　すると母は、
　「孤独に感じるとか言われたら、ママだって悲
しいよ！」
　と少し強く、でも少し悲しそうな顔をしてい

ました。「大丈夫？どうしたの？」という優しい
言葉を期待していた私は母の思いもよらぬ言葉
に驚きました。そして母は、
　「瑠夏はママと似ているから、気持ちすごくわ
かるよ。でも、いつもがんばり過ぎ。何でも全
部一人でかかえこまないで、もう少し誰かに頼っ
て肩の荷、おろしたら？」
　と言ってくれました。さらに、
　「ママは気付いてたよ。」
　と一言。あえて私に「大丈夫？」という言葉
をかけなかったと――。

　母に言われて初めて気が付いた自分の気持ち
や性格。今まで変なプライドに憑りつかれ、自
分自身を苦しめていたこと。
　それからは、“無理にやろうとしない。がんば
らない。”と決めました。「がんばらない。」私に
はこれくらいの言葉がちょうどいいと思います。

　私はこの経験を通して、「誰かを愛すること」
と同じくらい、「自分を愛すること」が大切だと
知りました。母と話して改めて感じた「愛され
ている」ということ。自分を愛することは簡単
なことではないかもしれません。短所やコンプ
レックスは誰にでもあると思います。そんな自
分を認め、自分と向き合い、心の声に目を向けて、
自分自身を大切にすれば、少しは自信をもてる
のではないでしょうか。そうすれば、人生をもっ
と楽しく、充実したものにできると思います。
　私はまだ、自分の愛し方を学んでいるところ
です。いろんな経験を通して、少しずつ自分に
自信をもって、私らしい人生にしていきたいです。

　自信をもつために大切なのは、自分を愛する
こと。今、自分に自信がなくて、つらいことがあっ
ても、きっと愛してくれている人はすぐそばに
いるはず。だから――。私は自分を愛していく！

奨 励 賞
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　「まただめだった。皆、心の中で笑っている
んだろう。最悪の演奏だと、視線がそう言って
いる。あーもう！何をしても最後は笑われるの
か。早くこの場から逃げたい。早く遠くへ。」
　ピアノの発表会。弾き始めてすぐに、そんな
考えが頭をいっぱいにする。後悔しない道を選
んで、こうなってしまうのか。
　今から話す内容は、私の失敗談。でも、ただ
の失敗談ではない。見のがしやすい大切なこと
に、気がつける話だ。失敗して思い出したくな
い記憶を持っている人に、特に聞いてほしい。
新しい考え方に出会えるかもしれない。
　発表会四ヶ月前。曲決めをすることになっ
た。数曲の中で、ある一曲だけが自分の中で響
き渡った。時が止まり、遠雷が落ちたかのよう
であった。自分のための曲といっても過言では
なかった。先生は、
　「少し難しいと思う。」
　と、おっしゃった。そんなことは気にならな
かった。ただ、この曲を弾きたいという気持ち
が勝った。そして、練習を始めた。現実を見た。
難しかった。そんな簡単にいく訳がなかった。
うまく表現できなくて、たくさん注意された。
弾きたくなくなることもあった。それでも弾き
続けたのは、大好きな曲を自分の色で染めたい
という気持ちがあるからだった。
　発表会前日の最終確認。気分は恐怖という色
一色で塗り潰されていた。一年前に失敗したト
ラウマがよみがえっていたのだ。多くの冷たい
目が一斉にこちらを見る。そんな記憶が頭をか
けめくっていることを先生に伝えると、思いが
けない言葉が返ってきた。
　「緊張してどうしてもだめなら、最初の部分
を弾かなくていい。」
　私は、逃げ道があることに安心した。が、同
時に虚しさも覚えた。
　本番。私は弾くという選択をした。恐怖にう

ち勝った訳でもない。ただ、「弾けば良かった」
なんて後からは後悔するなんてそんなの考えら
れなかった。
　ステージに立った。弾き始めてすぐに、その
場から逃げたいという衝動に駆られた。
　「ミスタッチ。またミスタッチ。失敗の連続。
あんなに練習したのに、またこの結果。一秒で
も早く逃げたい。」
　そんな思いが私を飲み込んでいった。
　発表会が終わり、次の週のレッスン。先生か
ら思いもよらない言葉がかえってきた。
　「おつかれ様！最初の部分は失敗してしまっ
たけれど、その後しっかり立て直せていてすご
く良かったよ。」
　と、言ってくださったのだ。しかし、自分の
中でふに落ちていなかった。そんな様子を見て、
先生は、
　「そんなに落ち込む必要はないでしょ？もと
もと難しい曲だったし、発表会では最初の部分
にもチャレンジしたじゃない。」
　と、私に喝をいれた。その瞬間、何かが自分
の中で変わった。それと同時に、今までにない
物事の考え方と深い感謝の気持ちが心の奥底か
ら湧き上がった。その正体は挑戦した自分を認
めるという考え、物事を最初だけではなく最後
まで見守ってくれる先生への感謝であった。
　私はこれを機に、失敗しても結果だけにとら
われないようにしている。物事の大事なところ
は、成功したかどうかの一歩手前にあるのだ。
どんな結果でも最後まで見守ってくれる人がい
るということ。難しいことに挑戦し、努力を重
ねることができるということ。そして、どんな
状況にあっても最後までやりきるということ。
それが大事なのではないかと思う。

奨 励 賞
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　みなさんには、世界の色がどのように見えて
いますか。
　例えば、信号機の色。「赤」・「黄色」・「青」に
見えていますか。
　でも、僕は違います。
　僕には、「青」・「黄色」・「緑」に見えています。
他にも、「紫」と「青」の区別や、「黄色」と「緑」
の区別もつきません。
　僕がこんなに色の区別がつきづらいのは、「色
覚障害」という病気だからです。
　「色覚障害」とは、正常とされる他大勢の人と
は、色が異なって見えてしまう病気のことです。
　僕が、この病気のことを知ったのは、昨年の
八月のことでした。それまでは、「自分は目が悪
いのかな。」程度にしか考えていませんでした。
　そして、僕は「僕の見える世界」がずっと嫌
でした。なぜなら「僕の見える世界」のせいで、
いやな思いをすることがたびたびあったからで
す。
　保育園の頃、色塗りなどの時間の時に色が見
えづらいため、「黄色」と「緑色」を間違えてし
まい、友達に笑われたことがあります。
　お遊戯会の練習の時には、立ち位置の目印が

「灰色」のシールだったのですが、僕は「灰色」
が一体、どのような色なのかが分からず、困っ
てしまったことがあります。
　さらに、僕が困っていることを知らない先生
からは、「見えるでしょ！」と言われ、ショック
を受けました。
　他にも、「色鬼」という遊びをした時には自分
が「黄色」だと思って触れていた場所が、実は、

「緑」で鬼にタッチされたり、逆に、僕が鬼になっ
た時には、自分が指定した色がその場にないこ
ともありました。
　そのような事があったため、僕は友達に笑わ
れたり、先生に怒られたりしたのが、とても嫌で、
悲しかったです。

　小学校に入学してからも、黒板に書かれた赤
いチョークの字が全く見えなかったり、部活動
や少年団でも困ってしまうこともたくさんあり
ました。
　そんな日々を送っていた僕でしたが、あるこ
とがきっかけで、自分の病気に対する思いが変
わりました。
　それは、幼いころから仲が良かった友達の一
言でした。
　ある日、僕はその友達に、色が見えにくくて、
悩んでいることを初めて打ち明けました。
　すると、話を聞いてくれた友達は、「そんなこ
と気にしなくていいよ。人によって見え方が違
うのは当たり前じゃん。それに、みんなの見え
方が違うのは個性があるからだよ。だから、響
稀のその見え方も響稀の個性なんだよ !!」と温
かい言葉をくれたのです。
　その言葉に僕は、心から勇気づけられ、自分
の見える世界に対する思いが大きく変わりまし
た。
　「僕の見える世界は、僕にしか見えない世界な
んだ。」
　友達の一言によって、僕は「ぼくの見える世
界は、自分の個性だ」と考えられるようになっ
たのです。
　さらに、自分と違う考え方を持っている人に
対しても、その人にはその人の「世界の見え方
があり、それはその人の「個性だ」と考えられ
るようになったのです。
　人は、みんな「個性」をもっています。
　なので、みなさんにも、たとえ自分と違う考
え方をもっている人がいても、その人の考え方
を尊重してほしいのです。個性を尊重すること
が、差別や偏見をこの世からなくす第一歩とな
り、結果として、その人の成長にもつながります。
　あなたの見える世界には、どんな個性があり
ますか。

奨 励 賞
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　とても信頼していた塾の先生が、中学一年の
冬休み、急に倒れてしまいました。その後、体
調不良から回復できず、退職してしまいました。
　後からわかったことですが、その先生は一人
で、ほぼ全ての科目と学年の授業、授業中の電
話対応、終業後の雑務、生徒全ての月謝計算な
どをこなしていたそうです。
　授業の担当が人気のある先生に殺到すること
はわかりますが、授業以外のことは、他の人で
も良いはずです。
　一人に、全て仕事が集中するのは、おかしい
と私は思いました。
　その先生が辞めてしまった後、他の職員の方々
は、何がどうなっているのかわかっていない状
況で、後始末に翻弄されていました。
　なぜ、そのようなことが起きたのだろう。
　私は疑問に思いながらも、どこか遠い世界の
こととして考えていました。
　ところが、今年度早々に私は所属している生
徒会で、似たような経験をすることになったの
です。
　コロナ禍で、行事や決定事項が頻繁に変わる
中、突然、一分野の仕事が全て私一人に任される
ことになったのです。それは、撮影した動画の編
集でした。仕事の量や、内容から考えても、とても、
未経験である私一人では、始めから終わりまで
できるようなものではありませんでした。
　始めは、急な押しつけに腹が立って、相手と
言い争いになったりもしました。でも考えてみ
れば、私を含め多くのメンバーが、今まで、今
後の予定について関心をもっていませんでした。
　だから、一人の言うことに、他のメンバーが
従うばかりで、「いつも急に押しつけられる」と
いう感覚になってしまっていたのです。
　内容や状況を十分に理解しないまま、何でも
引き受けてばかりでは、自分が限界のときに組
織が混乱してしまうのは目に見えています。

　これを回避するためには、自分には何ができ
て、何を苦手とするのか伝え合い、次の計画に
向けて何をするのか話し合い、自分の得意分野
は積極的に引き受け、他の人の方が得意なこと
は任せてみる。そして、お互いの進捗状況を伝え
合う。また時には、たとえ自分の苦手な仕事でも、
いざという時に手伝うことができるように、最
低限の情報は共有し、自分のやっている仕事以
外にも関心をもつことが大切だと思います。
　また、後輩や仲間にも、突然任されて困らな
いように日頃から仕事を教えておくべきだとも
思います。
　今まで私は、頼まれた仕事をして、終わったら
帰る、という風に、自分のことだけを、自分のペー
スでやっていました。でもそれでは、仲間内で連
携がとれていないので、様々な状況に、臨機応
変な対応をとることは、確かに、難しいことです。
　コロナ禍で、急な変更や、新しい取り組みを
考えることはあらゆる場面で必要となってきま
す。その際に、一人だけが負担にならないように、
組織全体が状況に瞬時に対応できるようにして
いきたいです。
　三密を避けて、連携は密に。
　塾の先生のようなことや、僕に起きたような
ことは、誰にでも起こりうることだから。
　今から思えば塾の先生も、責任感から、引き
受けたものは全て、自力で解決しなくてはなら
ない、と思っていたのかもしれません。
　でも他の仲間もいたはずで、自分が限界を感
じたら代わりが効く場面では、他の人に手伝い
を頼んでもよかったのではないかと思います。
　他の仕事仲間も、一人の先生に集中している
と感じたら、自分にもできる範囲の仕事は分担
してあげるという姿勢があれば、先生が倒れる
ことはなかったのではないかと思います。
　私もこれからの学校生活で、仲間内の連携を
より「密」なものに、改善しようと思います。

奨 励 賞
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札幌市立厚別南中学校３年

誰にでも起こりうること
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　「ある男性が、女子トイレを利用しようとしていま
す。」このような場面が自分の目の前で起こったとき、み
なさんならどうしますか。周りを見ている人はきっとざわ
つくと考えられます。「ここは女子トイレですよ。どのよ
うなつもりですか。」と強く声をかけてくる方もいると思
います。僕なら変に見つめてしまい、声を出すことはで
きないと思います。そして、「こういう人もいるんだな
あ。」と、気分が下がってしまうと思います。
　では、この「男性」はどのようなつもりだったのでしょ
うか。この男性が、もし「トランスジェンダー」と呼ばれ
る、心と体の性が合っていない方で、このことについて周
りの人から認めてもらっていると仮定すると、この男性は
何の意識もなく女子トイレに当たり前のように入っていく
のです。しかし、周りから注目をされ、声をかけられてし
まう。お互いに悪気はないはずなのに、こういった残念な
ことが起きてしまうのです。
　このような「性」についての問題は世界でも注目をさ
れ、SDGｓの５番目に「ジェンダー平等を実現しよう」と
述べられています。2030年、つまり、あと９年で達成すべ
き問題の目標の一つに含まれているのです。
　では、実際にどのような変化が起こるのでしょうか。
　「Ladies and Gentlemen」というと、飛行機のフライト
中や空港のアナウンスなどでお馴染みのフレーズで、実際
に聞いたことがない人でも、耳にしたことはあると思いま
す。そして、飛行機のアナウンス＝これだとイメージをも
つ人もいるのではないでしょうか。しかし、このアナウ
ンスでは、男性・女性と区別していることから、問題視さ
れ、2020年10月１日に「日本航空（JAL）」は、この英語
のアナウンスを廃止しました。そしてジェンダーレスの観
点から「Good morning everyone」などの語に変更された
のです。そして、「エア・カナダ」を始めとする世界の航
空会社でも、「Ladies and Gentlemen」の廃止や変更が始
められています。
　また、地面に埋まっている「マンホール」という呼び名
についてもアメリカでは議論されています。「マンホー
ル」というのは「マン」と、穴を指す「ホール」が合体し
て言葉で、「マン」というのは男性女性を問わず、「人」
を指すこともあるのですが、男性を指すことから問題視
され、「メンテナンスホール」という新たな呼び方が考え
出されました。また、人間の労働力などを表す「マンパ
ワー」が、人の努力を表す「ヒューマンエフォート」へ呼
び方が変わったり、労働力を表す「ワークフォース」への
言い換えが求められるようになってきました。
　そして、将来的には、人称代名詞である「彼」を指す
「he」、「彼女」を指す「she」が使えなくなるかもしれ
ません。
　これは、heやsheと男性・女性の二種類の性に当てはま

らない性の多様性に対応するためです。人称代名詞である
heやsheを使うことで、文章中の男性・女性を明確にして
いますが、使わないことで男性・女性と性を限定しないよ
うにしています。なので、人称代名詞は、性を限定しない
「they」という単語が使われていくと思います。
　しかし、我々中学生は、このようなことは習っていま
せん。僕は、このような問題を、もっと授業で積極的に
取り扱うべきだと思います。日本の言語ではないものの、
SDGsの問題の一つに含まれている目標達成の一歩目を
我々が踏み出しても良いのではないでしょうか。
　では、日本語では、どのような変化があるのでしょう
か。それは「くん」や「ちゃん」が「さん」という呼び
名に統一されるというものです。ですが、「〇〇さん」と
呼ぶのはほんとうに良いのでしょうか。なぜなら、あだ名
があるからです。あだ名は人の名前を呼びやすくすること
や、人の名前の一部をとって「何々ちゃん」とするなど、
あだ名はいろいろありますが、あだ名をつけ合うことでそ
の人との距離がぐっと縮まります。このような身近な問題
に置き換えたとき、heやsheの問題の大きさというのにも
改めて気づかされます。
　また、僕は「少年の主張」というのも少し違うように思
います。「少年」という語は子どもを指しているように
も思えますが、「少年」の対義語は「少女」、つまり「少
年」から男の子という印象を少なからず受け取ってしまう
からです。タイトルが「少年の主張」である意味を目的か
ら読み取ることができなかったので、「少年の主張」とい
うのは少し違うように僕は思います。
　このような性の問題を知れば知るほど、「性別なんてな
くていいのに。」と感じます。この性別についての問題
は、傷つけるつもりがなくても傷つけてしまうなど、最初
のトイレの例からも感じてしまいます。
　ですが、いつもなくていいものでもありません。男女で
トイレは一緒にはできませんし、子どもの頃に大人にわい
せつ行為をされた人なら、怖くてたまらないですし、そう
いったものも増えてきてしまうと思います。
　なので、僕は「目標を明確にする」ということが大切に
なっていくと思います。性別という問題の壁を、壊しても
いいようにも思えますが、壊しすぎてもいけません。なの
で、目標、目的、理由を明確にし、広く様々な人へ伝えて
いくべきだと思います。
　LGBTの方はこれまで逃げるから辛くなり、辛くなるか
ら逃げてしまい、向き合ったとしてもその環境に押しつぶ
されて、また逃げてしまうなどといった悪循環があったと
思います。
　今は、納得はできなくとも、少なからず理解はするべき
だと思います。なぜなら、私たちは男女である前に、人間
だからです。

奨 励 賞
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理解してほしいジェンダーのこと
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全体講評
　昨年度は、新型コロナウィルス感染症の影響により、「少年の主張」全
道大会は開催されませんでした。今なおコロナ禍の状況で尽力されてい
る、医療・福祉分野で働いている方々や、ライフラインを維持し社会生活
を支えているすべての方々に感謝とエールを送るとともに、中学生の皆さ
んも各学校や家庭で、そして地域の方々もそれぞれ感染予防に努めている
ことに感謝申し上げます。今年度は、ビデオ審査とはなりましたが、こう
して発表の場をいただけることになりました。
　各地区から選ばれた16名の皆さんの主張は、何度も原稿を推敲し、何度
も何度も発表の練習をしてきたことと思います。論旨はもとより、論調も
含め、それぞれの個性が光る素晴らしいもので、ビデオからもその熱意が
しっかりと伝わってきました
　皆さんの発表は、自信の悩みや経験したこと、言葉など日常生活での気
づきや疑問、思いを切り口にしたものから、ヘイトクライムやジェンダー
等と社会問題まで幅広い題材の主張で、それぞれの題材に対して、自分自
身の気持ちや生き方、思いを自分の言葉で伝える力強いものでした。
　そしてそれらはすべて、今の時代を生きる私達に課せられた課題であ
り、これからの時代を生き合う中学生の皆さんが対応していくだろう課題
でもあり、審査員の一人として、教育をつかさどる一人として改めてその
内容について考えさせられましたし、皆さんの主張を読まれた方も同様に
感じたことと思います。皆さんの心から発信されるメッセージは多くの人
の心を打つものだと思います。
　さて、審査についてですが、論旨と論調の2つの観点から5名の審査員で
審査をいたしました。結果につきましては、この作品集に掲載されている
とおりですが、どの主張も素晴らしく、審査員一同悩みに悩みました。そ
の中でも最優秀賞を受賞された、洞爺湖町立洞爺湖中学校の𠮷野真帆さん
の主張は、自身の経験の気づきから、社会的な気づきへとひろがり、構成
がしっかりとしており、論調も説得力のある話し方で、主張の内容が共感
を与えるものでありました。
　優秀賞の3名の皆さんにつきましては、最優秀賞とは僅差であり、奨励賞
になった12名の皆さんも、心に残る素晴らしい主張でした。各地区を代表
して出場している皆さんは、自分の主張を伝える論調に目を見張るものが
あり、今後、様々な場面での活躍を期待しております。
　最後になりますが、本大会参加に向けて熱心に指導された先生方、温か
く励ましてくださったご家族の皆様、大会開催にご尽力いただいた北海道
青少年育成協会の皆様、そしてこの大会に携わっていただいたすべての皆
様に心から感謝を申し上げるとともに、今回参加していただいたすべての
中学生の皆さんのご活躍とご健康を祈念し、全体講評といたします。

個人講評 
１　谷　　和珠 さん　　テーマ「あつかったら　ぬげばいい
　　　　　　　　　　　　　　　　　ー絵本が教えてくれたこと」
　何事もうまくいかず、毎日を過ごしているうちに自分の殻に閉じこも
り、孤独を感じて行く様子と、父親が与えてくれた一冊の絵本によって救
われた様子が丁寧にまとめられていました。「自分は独りではない」にあ
るように、誰かが誰かを見守っているからこそ、一歩を踏み出し、前に進
んでいくことができる。みんなの背中を押してくれるような主張でした。
２　楠田　理子 さん　　テーマ「ヘイトクライムと差別」
　報道をきっかけに関心を持ち、自ら調べ、自分の意見としてしっかりと
まとめられた主張でした。「ヘイトクライム」という社会問題を、「いじ
め」という身近なことに置き換えた論旨を展開し、「みんなちがって　み
んないい」、一人ひとりが唯一無二の存在で、「ダイバーシティーとイン
クルージョン」（多様性と受容）が大切だということが伝わってきまし
た。
３　土屋　結愛 さん　　テーマ「優しさを繋ぐ」
　旅行先でたくさんの優しさに触れた体験から、優しさを繋ぐ「恩送り」
を広げることで、それがたとえ、ささやかな小さな行動であっても、世の
中に温かなそよ風を吹かせ、誰かの大きな力になることが伝わってきまし
た。たしかに親切にすることは気恥ずかしく、難しいことのように思いま
すが、世の中を見渡すと、ちょっとした優しさにあふれているのではない
かと感じさせる主張文でした。
４　𠮷野　真帆 さん　　テーマ「完璧じゃなくていい」
　「ごめんね。ごめんなさい。」私達は日常誰かに何かしてもらったら
使っている言葉。その背景には相手に迷惑をかけているというという申し
訳ない気持ちがあるからだろう。しかし誰もが完璧ではないので、助け合
い、支え合いながら生活しています。優しさとそれに気づく「ありがと
う」の言葉がもっと広がると、インクルーシブな世の中に近づいていくこ
とを感じる主張でした。
５　設楽　　幸 さん　　テーマ「言葉で変わる人のこころ」
　「自由でいいんだよ」「楽しんでおいで」先生の絶妙なタイミングと、
これまでの設楽さんを見守ってきたからこそ出てきた言葉から、コンクー
ルでの入賞、そして自分に自信が持てるようになった経験をもとに主張が
展開されていました。言葉は思いを伝える手段であり、人のこころを変え
てしまうほどの大きな力を持っているからこそ、大切にしなければならな
いことが伝わってきました。

６　三好　陸翔 さん　　テーマ「違いを楽しむ心をもて」
　自信のなさ、インターネットの普及などから、同調傾向と承認欲求が強
くなる。中学生でそれに気づくとは驚きました。自分のものさしをつくる
こと、「諸君狂いたまえ」の意味から「流交」の提起と、自信の価値の構
築とその交流から学びが深まることが伝わってきました。不安が広がって
いる今の世の中だからこそ、違いを受け入れることが大切なことだと感じ
ました。
７　平田　咲輝 さん　　テーマ「対立しても」
　心の余裕の差から生じる「感情の対立」と「意見の対立」。前者は否定
されていると感じ、相手を受け入れることはできないが、後者は相手の意
見を受け入れることで、新たな考えや方法が見つかるかもしれない。自身
のこととなると難しいかもしれませんが、一呼吸おいて対応することで、
お互いを尊重し、心の対立とならないとする決意が伝わってくる主張でし
た。
８　佐藤　莉子 さん　　テーマ「今を生きる私達へ」
　冒頭の新しい学校の生活様式が表現された文章から、新型コロナウィル
スによって当たり前の日常が奪われたことを感じました。実際に経験した
こと、実践したことを中心に論旨が展開され、今の時代を前向きに捉え、
とても微細なものによる恐怖という怪物に飲み込まれない頼もしさを感じ
る主張で、これからもこの状況に立ち向かっていく決意を感じました。
９　多田　莉世 さん　　テーマ「努力で得られるものとは」
　努力を続ける多田さんの成長が目に浮かぶような主張でした。「努力は
目標に向かって練習、勉強を続けていき、自分自身と戦い続けること」と
あります。自分の限界を感じたり、思うような結果が出ずに挫けてしまっ
たりすると諦めてしまい、努力をやめてしまいがちです。そんな自分との
戦いを続けていく末に見つける「何か」はとても尊いものだと感じまし
た。
10　三浦　瑠夏 さん　　テーマ「自信をもつために」
　何事も完璧に、自分を追い込んでしまう多田さんが、母親に気持ちを打
ち明けた時、母親の言葉から気づいた自分を大切にすること。家族は最高
のアドバイザーですね。「愛されている」と感じたからこそ、自分自身の
すべてを認め、自分を愛することができる、大切な存在だと気づくことが
できる。それが自信を持たせてくれる力の源であることが伝わる主張文で
した。
11　中山　芽依 さん　　テーマ「すべての個性が輝くために」
　「個性とは、星のようなものだと思う。」冒頭の素敵な文章に心を奪わ
れました。この輝きを失わせてしまう差別。命の重さはみんな一緒だから
こそ、個性を認め会うことが大切であると一貫した論旨で、力強い論調の
主張でした。長い年月がかかったとしても、互いの個性を認め合うことが
できる「多様性のある社会」の実現に向けて、決意が伝わってきました。
12　桒野　結衣 さん　　テーマ「一歩手前にあるもの」
　「失敗は成功のもと」の言葉があるように、失敗から気づくことは多
い。その気づきがないと大切な何かを見逃してしまう。桑野さんは見守っ
ている指導者の存在から挑戦できることに気づきました。また、結果は必
ず出る、その受け止めと、自らの取組すべてを自分の成果とすることで、
次に挑戦できることにも気づきました。これからもあきらめずに努力を続
けていく決意が伝わる主張文でした。 
13　伊藤　琉希 さん　　テーマ「いじめのない未来へ」
　小学校の頃に経験した、転校生から打ち明けられた「いじめ」の様子。
自分とは関係のない出来事だと思っていた「いじめ」が急に身近なことに
感じ、改めて「いじめ」が非常に悪質なものと認識します。そして、そば
にいることや、話を聞くことだけでも、誰かの役に立っていることにも気
づきます。「いじめ」が社会問題となって30余年、いまだに解決できない
この「いじめ」に立ち向かう強い決意を感じました。
14　荒井　響稀 さん　　テーマ「ぼくの見える世界」
　自分の特性から、保育園、小学校と嫌な思い、悲しい思いをしてきた荒
井さんが、友達の「見えかたが違うのは当たり前」の言葉から、個性とと
らえるようになり、自分の個性と相手の個性を尊重する、多様性の大切さ
に気づきました。自分と違うからといって、差別や偏見を持つのではな
く、各々の個性として尊重することが大切であることが伝わる主張文でし
た。
15　寒　　爽一 さん　　テーマ「誰にでも起こりうること」
　「働き方改革」やコロナ禍による対応など、一般社会にも通ずる主張文
で、興味をもって読み進めることができました。組織の中であっても、
各々が自分の範疇と思っている仕事だけを独りで行うと、問題が生じたと
きに滞ってしまう。みんなで協働し、連携を取り合うことが大切だと伝
わってくる主張文でした。私たち大人も中学生も、組織の中で活動する上
で大切なことは同じなのだと改めて感じました。
16　平山　來夢 さん　　テーマ「理解してほしいジェンダーのこと」
　冒頭「どきっ」としましたが、ジェンダーに関する問題提起だと感じる
ことができました。ジェンダーレスの観点から数点の事例をあげ、生物学
的な性別（体の性別）と心の性別との問題は解決が非常に難しいことで
す。性の問題で悩み苦しんでいる人がいることを理解し、男女である前に
人間であり、人としての尊厳が大切であることが伝わってくる主張文でし
た。

審査員長　坂本　征人 北海道中学校長会対策部幹事
（妹背牛町立妹背牛中学校長）　　講評
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　みなさん、もしあなたが、片腕のない人を見
かけたら、どうしますか。声をかけますか。そ
れとも、かけませんか。もし、あなたがお子さ
んと一緒にいるときならどうですか。「見ちゃ
だめだよ。」そんな声をかけますか。
　僕の妹には、生まれつき片腕がありません。
そのことで、妹はたくさんの辛い思いをしてき
ました。
―「あの子、手がないよ。」
　今年の春、妹がある女の子から言われた一言
です。妹は、どうしていいか分からないと、戸
惑いと悲しみの表情を浮かべ、僕たち家族の前
でわんわんと泣いていました。その姿は今でも
僕の目に焼き付いています。それを見た母も、
本当に苦しそうでした。まるで何もしてあげら
れない自分を責めるかのように、ただ泣いてい
ました。そのときのことを思うと、胸がぎゅっ
と締め付けられます。ただ、みなさんに知って
ほしいことは、妹は、このような経験を何度も
してきたということです。
　そうした中、僕は自然と考えるようになって
いました。もし、自分が、逆の立場だったらど
うするのだろうと。妹と同じように、片腕がな
い人がいたら、足がない人がいたら…、僕はど
うするのだろうと。
　きっと、「見てしまう」と思います。なぜでしょ
うか。答えは簡単です。「自分と違うから」です。
時に、「違う」ことは、問題を引き起こす原因
にもなり得ます。しかし、「違う」と認識する
こと、これは、差別なのでしょうか。そもそも
今年の春、妹の手がないと言った女の子。彼女
に、相手を苦しめようとする意志はあったので
しょうか。きっと答えは、「NO」です。
　僕は思います！僕たちはいつからか、「差別
をしないこと」＝「何もしないこと」、ひいては、

「目を背けること」だと、大きな勘違いをして
いるのではないかと。冒頭で話した、「見ちゃ
ダメだよ」という発言も、このような勘違いか

ら生まれた言葉じゃないでしょうか。
　違いを認識し、見て見ぬふりをすること、そ
して、何もしようとしないこと、これこそが、
大きな問題だと、僕は思うのです。なぜなら、
僕たち人間は、違いを知るからこそ、その先の
ことを考えることができるはずだからです。
　それから僕は、妹にかける言葉が変わりまし
た。
　「見られるのは当たり前だよ。だってさ、自
分と違うんだから。」聞いた妹は、少しきょと
んとして、僕の顔を見つめていました。
　僕も妹も母も、辛い経験を多くしてきました
が、考え方一つで、こんなに大きく傷付くこと
はなかったのかもしれません。相手は違いを認
識しただけ。その先が何よりも大事です。僕た
ちも、もしかしたら、スタートラインに立って
いなかったのかもしれません。
　妹のおかげで、僕は大切なことに気付けたよ
うな気がします。差別とは、考えることをや
め、相手から目を背けることなのです。ですか
ら、「見ちゃだめだよ。」に代表されるような言
葉は、一見相手を思いやっているようにも見え
ますが、考える機会をただ奪うことにもつなが
りかねない、上辺だけの言葉なのです。ですか
ら、僕たちは、まず、その人らしさを認め、違
いを受け入れ、その上で、その人にとってどん
な行動や考え方が必要なのかを考え、見つけ出
していくことが、何よりも大切なのです。
　妹がいてくれたからこそ、僕は目を背けず、
考えることができました。
　妹がいてくれたからこそ、僕は相手の気持ち
を考え、行動することができました。
　今の僕があるのは、まぎれもなく妹のおかげ
です。本当にありがとう。僕は、これからも、
妹が、そして、全ての人が、心から笑っていら
れるように、目を背けず考え続けます。その先
に、差別のない社会があると信じて。

参 考 令和３年度「第43回少年の主張全国大会～わたしの主張2021～」
内閣総理大臣賞受賞作品

細
ほそ

川
かわ

　士
と わ

禾
岐阜県　養老町立高田中学校３年

認め合うことの大切さ
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　  資　料

■総合振興局・振興局地区大会　　地区代表者の選出

■全　道　大　会　　　　　　地区代表者16名のビデオ審査を実施
　　　　　　　　　　　　　　最優秀賞１名（北海道・東北ブロック代表選考に推薦）
　　　　　　　　　　　　　　優秀賞３名、奨励賞12名を決定・表彰
　　　　　　　　　　　　　 （最優秀賞・優秀賞の４名には、併せて「北海道コンサドーレ札幌賞」を贈呈）

■全国大会出場者の選出
　全国５つのブロック（北海道・東北／関東・甲信越／中部・近畿／中国・四国／九州）毎
に、都道府県代表者の主張原稿及び録音テープを審査し、各ブロックの代表者が選出される。

■全　国　大　会
　令和３年11月１日～11月30日の期間、特設WEBページにおいて、各ブロックの代表者12
名の主張発表動画を掲載し開催する。
　審査結果（内閣総理大臣賞ほか各賞）は、令和３年11月14日（日）に特設WEBページにお
いて発表される。

■審査員長
　　坂　本　征　人（北海道中学校長会対策部幹事／妹背牛町立妹背牛中学校長）

■審 査 員（50音順）
　　石　原　宏　治（公益財団法人北海道青少年育成協会理事／北海道新聞社編集局くらし報道部長）
　　出　村　好　孝（北海道ＰＴＡ連合会事務局次長）
　　長　岡　広　之（北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課長補佐）
　　西　田　陽一郎（北海道環境生活部くらし安全局道民生活課青少年担当課長）

　少子高齢化、国際化、情報化の急速な進展等、社会や環境が大きく変化する現代社会にあっ

て、次代を担う少年には、心身ともに健康で他者を思いやる心をもち、社会的に自立していけ

る、健やかな成長が求められています。

　そのためには、広い視野と柔軟な発想や創造性などとともに、物事を論理的に考える力や自ら

の主張を正しく理解してもらう力などを身につけることが大切であることから、少年が社会に向

けての意見、未来への希望などを発表してもらう機会を設け、少年の健全育成及び非行防止に対

する道民の理解を深める契機となることを目的としています。

 （国際児童年の昭和54年から毎年開催）

大会のねらい

大会のあらまし

審査員
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令和３年度「少年の主張」総合振興局・振興局地区大会開催状況

応募校数 279校  応募者数 25,834名

総合振興局・振興局名  開催日 開催場所 発表者 
（人） 

審査委員
（人）

聴取者等
（人）

空知総合振興局   ７月0９日（金）

７月１５日（木）

７月１６日（金）

７月１５日（木）

６月２９日(火)

６月２２日(火)

７月１６日（金）

７月２７日（火）

７月１６日（金）

７月0８日（木）

７月0９日（金）

７月２６日（月）

７月１５日（木）

0

0

0

0

0

3

1

8

0

0

0

0

0

5

17

4

4

5

3

5

4

5

4

5

5

3

4

5

6

62

12

7

11

10

7

13

16

18

8

11

5

17

8

10

153

空知総合振興局５階会議室

道庁別館５階大会議室

各審査員の職場等において審査を実施

胆振総合振興局３階会議室C

日高振興局２０１会議室

渡島合同庁舎４０２号会議室

上ノ国町総合福祉センタージョイ・じょぐら

上川合同庁舎３階講堂

留萌合同庁舎２階講堂

宗谷合同庁舎大会議室

オホーツク合同庁舎３階３号会議室

十勝合同庁舎地下１階　地下Ｓ会議室

釧路総合振興局３階会議室

中標津町役場３０１会議室

石狩振興局 

後志総合振興局   

胆振総合振興局   

日高振興局 

渡島総合振興局   

檜山振興局 

上川総合振興局   

留萌振興局 

宗谷総合振興局   

オホーツク総合振興局

十勝総合振興局   

釧路総合振興局   

根室振興局 

合   計 

７月２１日（水）
～３０日（金）

※令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、ビデオ審査による審査とし、聴取者を抑えて開催といたしました。

宗谷総合振興局宗谷総合振興局

釧路総合振興局釧路総合振興局

胆振総合振興局胆振総合振興局

渡島総合振興局渡島総合振興局

後志総合
振興局
後志総合
振興局

十勝総合
振興局
十勝総合
振興局

日高
振興局
日高
振興局

上川総合
振興局
上川総合
振興局

空知総合
振興局
空知総合
振興局

オホーツク
総合振興局
オホーツク
総合振興局

根室振興局根室振興局

留萌振興局留萌振興局

檜山振興局檜山振興局

石狩
振興局
石狩
振興局
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１　目　的
　少子高齢化、国際化、情報化の急速な進展等、社会や国際的な環境が大きく変化する現代社会にあって、
次代を担う少年には、心身ともに健康で他者を思いやる心をもち、社会的に自立していける、健やかな成長
が求められている。そのためには、広い視野と柔軟な発想や創造性などとともに、物事を論理的に考える力
や自らの主張を正しく理解してもらう力などを身につけることが大切であることから、少年が社会に向けて
の意見、未来への希望などを発表する機会を設け、少年の健全育成及び非行防止に対する道民の理解を深め
る契機となることを目的とする。

２　主　催
　　北海道、公益財団法人北海道青少年育成協会、独立行政法人国立青少年教育振興機構
３　主　管
  　（総合）振興局地区大会は各（総合）振興局、全道大会は環境生活部とする。
４　対　象
　　北海道内に在住の中学生及びそれに相応する学籍又は年齢にあるもの。
　　※国籍は問わないが、日本語で発表できること。
　　　なお、作品は未発表、自作のものに限ります。
５　名　称
　　少年の主張
６　実施方法等
　（１）（総合）振興局地区大会

各（総合）振興局管内（札幌市を除く）の中学生を対象に意見を主張する場を設定する。
　　　ア　実施方法

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、原則、ビデオ審査により実施する。
ただし、北海道警戒ステージ１に該当する場合は、地域事情を踏まえ大会の開催も可とする。
※詳細は別紙「令和３年度少年の主張（（総合）振興局地区大会・全道大会）における新型コロナウイ

ルス感染症への対応について」を参照
　　　イ　募集

・教育局の協力を得て、管内市町村教育委員会等を通じて、各学校に対し、周知を図る。
・各市町村単位、各学校単位で実施している主張大会、弁論大会等と連携した募集の他、自由公募な

どにより募集する。
・広報媒体を利用した募集に努める。

　　　ウ　発表内容
・社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案など
・家庭、学校生活、社会（地域活動）及び身の回りや友だちとの関わりなど
・テレビや新聞などで報道されている少年の問題行動、大人や社会の様々な出来事に対する意見や感

想、提言など上記のような内容で、心からの思いや考えたこと、感銘を受けたことなどを少年らし
い自由でユニークな、飾り気のない言葉でまとめたもの。

※　商業的な固有名詞の使用は極力避けることとする。
※　パフォーマンスや小道具の使用を取り入れてもよい。

　　　エ　発表時間
５分程度（400字詰原稿用紙４枚程度）
※全国大会の規定が、学校名、氏名、タイトル等の部分は除く「作文本文の出だし」から「作文本文

の終わり」までで４分30秒～５分30秒であるため、（総合）振興局地区大会代表者の時間が範囲に
入らない場合は、全道大会出場に向けて必

・ ・

ず時間調整を行ってください。
　　　オ　ビデオの録画

・各学校等において、審査に使用するためのビデオをMP4形式で録画し、DVD-R等を利用して各（総
合）振興局へ提出する。

・表情・パフォーマンス・音声を鮮明に確認できるよう撮影すること。正面、胸から上を録画するこ
とが望ましい。

・原則、（総合）振興局地区大会出場者のみを録画する。
・提出前に、各学校においてDVD-R等のウイルスチェックを実施すること。

令和３年度「少年の主張」実施要領
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　　　カ　審査
・関係機関等に、選考に係る審査員の推薦を依頼する。
・審査により、順位付けし、最優秀者１名及び優秀者２名を決定する。

　　　キ　審査基準
　　　（ア）　論旨

・鋭い感性で、新鮮な主張であるか。（中学生らしさ）
・新しい情報や視点があるか。
・個人の体験にとどまらず、一般性・社会性があるか。
・提案や提言を実現・実践する意欲が感じられるか。
・論旨が一貫し、構成がしっかりしているか。

　　　（イ）　論調
・主張の内容が共感と感銘を与えているか。
・説得力ある話し方であったか。
・ 話し振りに熱意と迫力があるか。

　　　ク　実施月（審査月）
原則として７月の「青少年の非行・被害防止道民総ぐるみ運動強調月間」に実施する。

　　　ケ　表彰
・最優秀者１名及び優秀者等に対して賞状等を授与する。
・表彰に当たっては、賞状の他、副賞の授与、また、出場者数、地域の実情等に応じ、予算の範囲内

で工夫して差し支えないこと。
　　　コ　推薦

　最優秀者を全道大会出場者として、令和３年（2021年）８月６日（金）までに、環境生活部に推薦す
るともに、最優秀者のビデオを提出する。

　　　サ　その他
　別添の地区大会実施要領案を適宜変更して要領を定める。

　（２）  全道大会
　（総合）振興局からの推薦者各１名及び札幌市中学校長会からの推薦者２名を対象に審査を実施し、最
優秀者及び優秀者３名を選考する。
　また、全道大会参加者の主張を発表する場を設定する。

　　　ア　審査・選考
　審査は、関係機関等から推薦された審査員が発表原稿及びビデオをもとに実施する。
　ビデオは、（総合）振興局地区大会最優秀者14名については同大会で使用したビデオ（全道大会用に
撮り直したものを含む。）を用いる。
　札幌市代表者２名については、全道大会用に学校等において録画したビデオを用いる。録画に係る注
意事項は（総合）振興局地区大会と同様とする。
　審査基準は、（総合）振興局地区大会と同様とする。
　審査により順位付けし、最優秀者及び優秀者（以下、「入賞者」という。）を選考する。

　　　イ　発表
　令和３年度北海道青少年育成大会（Web開催）において、全道大会参加者の主張の上映をもって主
張を発表する場とする。

　　　ウ　表彰
　入賞者には賞状及び副賞を授与し、入賞者以外の審査対象者には奨励賞を贈呈する。

　　　エ　全国大会への推薦
　全道大会最優秀者を全国大会出場候補者として、独立行政法人国立青少年教育
振興機構に推薦する。最優秀者が全国大会に出場できない場合は、優秀者のうち
次位の者を推薦する。

７　その他
・主張発表者の原稿は400字詰原稿用紙（Ａ４）縦書きで、本人自筆による原本（障が

い等による場合はワープロ可）とする。
※全道大会出場者については、Ａ４サイズ以外の原稿では出場できません。異なるサイ

ズの場合は、Ａ４サイズに書き直した原稿が必要となりますので、ご留意ください。
・ 応募作品は、未発表のものに限る。
・ 応募された作品は、原則返却しないこととし、北海道に帰属するものとする。
・ 原稿の書き出しについては次のとおりとする。

１
行
目　

タ
イ
ト
ル

２
行
目　

北
海
道　

学
校　

学
年

３
行
目　
　
　
　
　
　

氏
名

４
行
目　

作
文

　
　
　
　
　
　

～
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学校名 氏　名
Ｓ５４
Ｓ５５
Ｓ５６
Ｓ５７
Ｓ５８
Ｓ５９
Ｓ６０
Ｓ６１
Ｓ６２
Ｓ６３
Ｈ １
Ｈ ２
Ｈ ３
Ｈ ４
Ｈ ５
Ｈ ６
Ｈ ７
Ｈ ８
Ｈ ９
Ｈ１０
Ｈ１１
Ｈ１２
Ｈ１３
Ｈ１４
Ｈ１５
Ｈ１６
Ｈ１７
Ｈ１８
H１９
H２０
H２１

H２２

H２３

H２４

H２５

H２６

H２７

H２８

H29

H30

R０１

最優秀賞（北海道知事賞） 優秀賞（北海道教育委員会教育長賞、北海道PTA連合会会長賞、北海道青少年育成協会会長賞 H22～）
年度

利 尻 町 立 沓 形 中 学 校
根 室 市 立 光 洋 中 学 校
様 似 町 立 様 似中 学 校
初山別村立豊岬中学校
鹿 追 町 立 鹿 追中 学 校
厚沢部町立厚沢部中学校
和 寒 町 立和 寒 中 学 校
小平 町 立 達 布 中 学 校
鵡 川町 立 鵡 川中 学 校
砂川市 立 豊 沼 中 学 校
江 差 町 立 江 差 中 学 校
鹿 追 町 立 瓜幕 中 学 校
稚内市立稚内東中学校
弟子屈町立弟子屈中学校
生田原町立生田原中学校
生田原町立生田原中学校
幕 別 町 立糠 内 中 学 校
滝 川市 立明 苑中 学 校
中標津町立広陵中学校
本 別 町 立 勇足中 学 校
根 室 市 立 柏 陵 中 学 校
稚 内 市 立 宗 谷 中 学 校
新 冠 町 立 新 冠 中 学 校
共 和 町 立 共 和 中 学 校
釧 路 市 立 美 原中 学 校
熊石町立熊石第二中学校
新十津川町立新十津川中学校
北 斗市 立石 別 中 学 校
枝幸町立志美宇丹中学校
岩内町立岩内第一中学校
寿 都町立 寿 都 中 学 校

遠軽町立生田原中学校

別海町立中西別中学校

猿 払村 立 拓 心 中 学 校

帯広 市 立 川西中 学 校

稚内市立稚内南中学校

北海道教育大学附属札幌中学校

白 糠 町 立 庶 路 中 学 校

白 糠 町 立白 糠 中 学 校

洞爺湖町立洞爺中学校

登別明日中等教育学校

更別村立更別中央中学校
稚内市立稚内南中学校
和 寒 町 立和 寒 中 学 校
更別村立更別中央中学校
別海町立中西別中学校
初山別村立有明中学校
美 幌 町 立 美 幌 中 学 校
江 別 市立 江 北 中 学 校
別海町立中西別中学校
余 市 町 立 西 中 学 校
札 幌 市 立 新 陵 中 学 校
富良野市立山部中学校
苫前町立古丹別中学校
天 塩 町 立啓 徳中 学 校
中富良野町立中富良野中学校
北広島市立西部中学校
猿 払村 立 拓 心 中 学 校
恵 山 町 立 東 光 中 学 校
歌登町立志美宇丹中学校
鶴 居 村 立 鶴 居 中 学 校
せたな町立大成中学校
枝幸町立志美宇丹中学校
伊達 市 立 長和 中 学 校
池 田 町 立 池 田 中 学 校
千 歳 市 立 富 丘中 学 校
増 毛 町 立 増 毛 中 学 校

釧 路 市 立幣 舞 中 学 校

札 幌 市 立 月寒 中 学 校

釧路市立鳥取西中学校

帯広市立帯広第五中学校

帯広 市 立 川西中 学 校

標 津 町 立 標 津 中 学 校

旭川市立神居東中学校

岩見沢市立東光中学校
※美 幌 町 立 北 中 学 校
北斗市立茂辺地中学校

西 川 朋 憲
山 崎 直 美
岡 本 百 里
竹 川 　 暢
臼 井 貴 之
新田千佳子
飯 島 紀 子
藤 城 正 興
林 　 美 穂
高 山 仁 美
出 林 裕 佳
寺 井 正 美
中 嶋 卓 広
大岩奈々恵
杉 原 　 咲
畠 山 直 子
藤 井 美 咲
佐 藤 亜 未
渡辺のぞみ
木 村 友 紀
正 村 早 紀
渡辺ともみ
本 田 舞 音
新 居 詩 穂
中 田 翔 哉
加 藤 修 人

田名部あゆみ

安 田 り な

米 内 貴 志

深 町 陽 奈

西 野 侑 未

上 田 礼 芽

若 林 千 夏

藤 塚 麗 瑠
田 元 　 克
房 田 心 玖

学校名 氏　名

札幌市立手稲東中学校
美 唄 市 立 美 唄中 学 校
音 更 町 立音 更中 学 校
増毛町立増毛第二中学校
釧路市立鳥取西中学校
旭 川市 立 広 陵 中 学 校
中札内村立中札内中学校
白老町立 虎 杖 中 学 校
浦河町立浦河第一中学校
旭 川市 立 六合 中 学 校
標茶町立磯分内中学校
標茶町立磯分内中学校
七飯町立大中山中学校
札 幌 市 立 北都 中 学 校
江 差 町 立 江 差 中 学 校
釧 路 市 立 北 中 学 校
虻 田 町 立 虻 田 中 学 校
釧 路 市 立 武佐 中 学 校
岩見沢市立上幌向中学校
上富良野町立東中中学校
歌 登 町 立 歌 登 中 学 校
岩内町立岩内第一中学校
当別町立西当別中学校
幌延町立問寒別中学校
礼 文 町 立 香 深 中 学 校
北海道教育大学付属釧路中学校
帯 広 市 立 清 川中 学 校
苫前町立古丹別中学校
栗 山 町 立 栗 山 中 学 校
厚 岸 町 立 真 龍中 学 校
遠 別町立 遠 別中 学 校
札幌市立平岡中央中学校
江別市立江別第二中学校
釧 路 町 立 富 原中 学 校
鷹 栖 町 立 鷹 栖中 学 校
千歳 市 立 勇 舞 中 学 校
苫小牧市立緑陵中学校
豊富 町 立 豊富 中 学 校
長 沼 町 立 長 沼 中 学 校
芦 別 市 立啓成 中 学 校
新ひだか町立静内第三中学校
厚 岸 町 立 真 龍中 学 校
中標津町立広陵中学校
帯広市立帯広第四中学校
岩見沢市立清園中学校

庄 田 香 織
堀 川 卓 郎
佐々木詩津子
上坂奈緒美
薄 井 理 砂
三 浦 愛 子
中 西 志 香
中村有希子
高 田 牧 生
中 村 沙 織
岡崎奈未子
藤 本 智 子
竹 安 玄 太
野 原 　 梓
柴 田 　 優
大 井 里 紗
佐々木千恵
佐藤くる美
森 谷 紀 治
熊 谷 佳 苗
金 子 佳 美
松山亜莉紗
萩 原 有 希
佐藤慎之介
中島佳奈子
恒 川 礼 奈
横山くるみ
永 井 星 奈
濱 谷 珠 美
山 田 　 唯
丸 山 美 月
高 野 大 河
最知なるみ
山 岸 永 和
高 木 倖 凪
山 田 萌 未
吉 岡 美 月
伊 藤 佑 茉
倉 田 友 美
渡 部 胡 桃
坂本安侑子
車塚花瑠香
楓 川 奈 央
吉 田 千 玲
谷 内 　 楓

池 原 広 文
小 林 優 美
川上美穂子
高 橋 未 央
最上佐緒里
後藤　　晃
高 岡 智 扇
紅 屋 　 優
伊 藤 奈 美
小林ますみ
中 川 昌 子
高橋恵美子
森 田 　 淳
横 川 　 心
仁木利沙子
前 島 由 衣
中 村 郁 洋
紺野友里子
谷 口 麻 衣
岡本あすか
分 部 史 織
熊 谷 慶 子
中村みなみ
本 間 絵 美
佐 藤 妃 奈
山 脇 恭 子
三 吉 莉 湖
山 田 亮 一
渡辺ともみ
熊 野 遥 華
石 王 凱 騎

阿 部 　 愛

盛 合 　 樹

熊 谷 春 奈

畠 山 優 輝

熊 谷 七 海

前田ほの香

松 橋 愛 美

阿部はるか

毛 利 郁 也

小路　藍花

学校名 氏　名

出　場

出　場

出　場

出　場
出　場
出　場

出　場

出　場

出　場
総務長官賞

出　場
文部大臣賞

全国
大会

※R 2＝新型コロナウイルス感染症の影響により、「少年の主張」事業を中止　　　　※H30＝北海道150年記念　特別賞

「少年の主張」全道大会　歴代最優秀賞並び優秀賞受賞者名簿
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